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山 口 恵里子

はじめに

「共同にとる食事のたびごとに、私たちは、すわるようにと自由を招待する。

席は空いたままだが、フォークとナイフはずっと置かれている。（‥Å tousles

repas prlS en COmmUn，nOuSinvitonslalibe比丘畠stasseoir．La place demeure

videmaislecouvertrestemis．‖）」フランスの現代詩人ルネ・シヤールのこのこ

とばを引いて、ハンナ・アーレントは公共的空間のありかたをしめそうとしたJ

公共的空間は、だれもがじぶんの席（place）をあたえられる空間であり、また

その席で他者からの応答を受ける空間でもある。しかし、その席を奪われてし

まう人びとがいる。アーレントにとっては、この場所をもたない人びとが、他

者の存在を失った「私的」（private）な生に追いやられた者たちなのだ。

「じぶんの席」を喪失した「場所なき者たち」が生まれた状況やかれらの苦

境、あるいはその者たちによって提出されたあらたな空間認識について、昨今

さまざまな分野でつよい関心がしめされている。他者のなかに「私の席」を探

し求める旅は、サミュエル・ベケットのことばをかりれば「すべての座」であ

る母の胎内から、2わたしたちがこの世界にすべり落ちた瞬間からおそらくは

じまるのだろうが、本稿ではその場所が具体的な「席」、しかもルネ・シヤー

ルがいう「食席」に「私の席」がもうけられた軌跡を、中世の騎士たちの宴席

に探ってみようとおもう。

中世では公共的空間と私生活圏は明確に分割されておらず、王や領主の社会

的地位もそれじたいとしては「公的」と「私的」に分化されるものではなかっ

たが、かれらはじしんの封建的権威を公的に表現していた。この代表的具現の

公共性は、王や騎士たちが「高貴な」態度を厳格な作法に則って、しかも身体

’Rene Char，∫如JJgねd■均少乃0513l，α〟む柁Sの，坤J丘Jg5，introductiondeJean Roudaut（Palls：

Gallimard，1995）206． ハンナ・アーレント『過去と未来の間一政治思想への8試論』引田隆一

・欝藤純一訳（みすず書房，1994）3．斎藤純一『公共性二（岩波書店，2000）も参照。
二

samuelBeckett，I他作加β畑地（bndon：JohnCalder，1983，1999）10．
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的にしめすことによって発揮された。かれらは主君権を代表するものとして、

「常にいたるところで」礼儀作法にしたがうのであり、支配的地位を表現する

特定の「場所」をもっていたわけではない。：～

このことを例示するかのように、礼儀作法が育まれ、試される場であった宮

廷の宴会においても、王や騎士たちは自由に席についていた。といっても、中

世では食事時になると、広間に運ばれてきた板と支柱をくみたててテーブルを

つくり、出席者はそのまわりで立って食事をとることが珍しくなく、このよう

な食席では、座席そのものに注意がむけられることはなかった。広間は、多く

の人びとが集まり、ときには政治的な裁定もおこなわれた空間だったが、その

部屋はまた王の私生活圏ともなった。テーブルが片づけられると、王や客はそ

こで就寝したのである。けれども、しだいに着席して宴卓を囲むことが多くな

るにつれて、王や騎士たちの個別的な「私の席」がもうけられるようになる。

このとき、アーレントのいう「私の席」は、メタファーとしてではなく、まさ

に椅子のかたちをとって中世の食席に姿をあらわしはじめるのである。

中世では、共同（common）と個別（particular）ということばは、それぞれのう

ちにpublicとpdvateという意味合いをふくんでおり、個別であることはいつ

でも私的であるというわけではなかった。4だが、そのなかで座に求められる

ようになる個別性（particular）が、近代的な意味でのpdvateな場を出現させて

いくことになるのではないか。もちろんアーレントのいう「私の席」と中世の

「私の席」とのあいだには大きな隔たりがある。それを承知のうえで、本稿で

は、まだ公共世界と私生活圏が分離していなかった中世盛期において、「私の

席」がまず特権的な個別の座として発生し、それにともない支配権を公的に表

現していた身体が特定の「場所」に定位され、その裏側で「私の場所」を探す

欲求が形象化されるようになっていく過程を、椅子というかたちをもつ「席」

の出現にみていきたい。その材料として、中世をとおして書きつづけられたア

ーサー王物語群をとりあげることにする。

3ユルゲン・ハーバーマス『公共性の構造転換一市民社会の－カテゴリーについての探求』細谷

貞雄・山田正行訳，第2版（未来社，1994）18－19．

‘1古ゲルマン法の伝統にあったcommonとparticularという区別に、ローマ法思想のpublicusと

pdvatusをそれぞれに適用することは暫定的にはできても、個別の特権をもつ王が公共性の代表
的具現であるというように、COmmOnとpa血cularにはそれぞれにpublicとprivateの意味が混在

している。ユルゲン・ハーバーマス，17．
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冒険の舞台としての寝台

12世紀の後半、フランスはシャンパーニュ伯爵夫人のトロワの宮廷に仕え

た詩人クレチアン・ド・トロワは、アーサー主物語の長編を五作著し、その後

のアーサー王物語、とりわけ聖杯をめぐる物語の発展に大きな影響を残したこ

とで知られる。そのうちのひとつ『ランスロまたは荷車の騎士』はβCんgγαJfβγdg

JαCんαγ柁批 はα乃Cβわf））（1170年代後半から1180年代初め）は、ランスロが、

冥界の王に誘拐された王妃グィネヴィアを救出にむかう詣である。

ランスロと連れの騎士ゴーヴァンがある城内に入り宿につくと、乙女が二人

のために広間の真ん中に大きな寝台（1it）を二台用意する。それらのすぐ側には

より見事なつくりの美しい寝台が置かれていたが、乙女はこの寝台には資格の

ある者しか様になることができず、もしはかの者が横になれば後悔することに

なるという。しかし、ランスロはこの警告に従おうとしない。

彼［ランスロ］は他の二つの寝台よりは半オーヌも大きな、高い寝台に

のり、服を脱いで金星を散りばめた黄金のブロケードのベッドカバーの

中にもぐり込んだ。その要地は毛のふさふさしたりすの毛皮ではなく、

黒豹の皮でできていた。彼がもぐり込んだこのベッドカバーはまさに王
1〆．1tら

にこそふさわしいものであった。マットも韮や豆幹、はては古いむしろ

で作った代物ではなかった。5

真夜中頃、寝台で休むランスロめがけて、一本の槍が跳んできて、ランスロ

の脇腹をかすめて寝台をたちまち炎に包む。しかし、擦り傷だけですんだラン

スロは、起き上がって火を消すと、寝台を降りもせずに、ふたたび偵になり、

なにごともなかったように寝入るのである。

このエビソーードは、クレチアンの遺作『グラアルの物語（ペルスヴァル）』はg

co7～′g血gr〟〟J（凡打g〃αJ））（1180－90）で、騎士ゴーヴァンが「不可思議の寝台」

（LiLizdelaMeⅣOille［LitdelaMeⅣeille］）にすわるシーンを想起させる。「不

可思議の鎚台」は、ある城の広間の中央におかれていた。それは、

▲’Chr丘icndc′l、l－OyeS，山cんgリαJfgrdeJαCんαrre批はα，lCgわf），Romantraduitdel’ancien付an与aispar

JcanF柑ppier（IJaIjs：LibIつiricHunol七Chanlpion，1971）38．クレチアン・ド・トロワ「ランスロ

または村中の騎上」神沢栄三訳『フランスLP世文学集2愛と剣と』新倉俊一、神沢栄三、天沢退

‾二郎．沢（r二」水社，1991）18．
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木など全然使われておらず、すべて金ずくめ、わずかに例外は紐で、そ

の紐がまたすべて銀だった。この授台のことは作り話など全くない。紬

と紐のlも日ごとに、小さな鈴が‾Fがっていた。拉台の上に延べてあるのは、

大きな錦繍の掛布団だった。天蓋を支える柱のそれぞれに、大きな二i三イJ

が放めこまれていたが、その輝きの大いなること、よく燃える四本の蝋

燭にもまさっていた。妄言台はさまざまな怪獣の像の上に載っており、怪

獣たちは若しげに頬を膨らませていた。さらに怪獣たちは凶つの輪の卜

に載っており、四つの輪はいかにも軽々と動くので、接台は指一本で、

ちょっと押すだけで、室内どこでも、一方の端から他方の端まで移動し

ただろう。Ii

この寝台のうえで休むことを所望するゴーヴァンにたいして、かれを案内し

た渡し守は、その寝台にすわるか眠るかした者はすべて最想の死に方をすると

告告する。だが、ゴーヴァンがこれを聞かずに拉台に腰をおろすと、矢の耶れ

がかれを裂い、獅子が躍りかかってくる。ゴーヴァンが獅子を退治すると、餅

の主人があらわれ、館の不可ノ公議の数々が永遠に仲止したと告げる。

この場面は、中世写本の緋密l巾や工芸品の装飾の題材としてしばしばとりあ

げられた。7凶版1の14世紀の象牙の装飾には、埴輪のついた1よ台に武具に功

をかためたまま横たわったゴーヴァンに矢と剣がふりそそぐ場曲が彫られてい

る。当時の睦台は縦4メートル、横3．5メートルに達するものもあり、そのよ

うに巨大化した損台は広間の小火に置かれ、騎上の日険にふさわしい豪華な如

台になった。さらに重安なことは、図版1で、（日険招をi読む者あるいはそれ

‘－Lesrol－－anS（leCl11・占iendel、1・OyCS・V⊥“0′王′ピ血g′ⅥαJ（凡′℃ぐ〃〟J），亡dites（l■こIPl・eSlacopicdc（iしIiul

（bibl．nat．虹794），Ⅰ）ubli丘parFdixl－eC叩（Palls：Libl・ail－icH川1（）1七Chanlpion，1978）t（）111Cll：49：V、′．

7445－7460．クレチアン・ド・トロワ「ペルスヴァルまたは1m不の物語」大沢j良二111く訳『フラン

ス中世文学集2愛と剣と』新倉俊一、帥択栄三、天沢j良二郎訳（白7K社，1991）284．

7ゴーヴァンと危険な寝台を題榔こした中世の工芸品や紺軌l叫には以下のようなものがある。

RogcrShemanl一（州¶is（incollabnlてItioIl＼VithLauraHibbこ1r（1lJUOIllis），Aれん乙Jr′〟ノJム粁JJ血Jノ▲ルル（JブルJ／

AγJ（London：（〕xbl・d UP，1938）参批IvolγCasket，Iilltisllル1uscum．l一之111si叫C．1こi25．Iv（）lγ

Casket，MetroI）01（）bnMuscum．I）arisiこm，C．1325．Ⅰ一00mis，plこ1tい1（）S．1：主6＆1ニj7．1）ahsiこ川Ivollcs．c．

1325．Gawain on thc Peljlous Bcd．Lo仰山s，platc nos．140：Museo Civico，1うol（）g11こ1，141：ル1uscc，

Nioll，142‥FolⅦCrly BebozeCoIIcctio－－．CabinetdcsMSS，11、onds血n与IS，1iibliし）仏土qucNatio血c，

Palうs，12577．CoIltC dcIGlてIal，C．13：うUド1・cnCh School．f．45し；こl＼Vainon thcI，c11lous15c（l．AIノi川1．

Loomis，platen（）．265．SbdtbibliotIICk，Iicmc，AA．91．1Jal●ZivこIl．1＿）atc（11467．Gc1111こInScll川）l．f．11日．

GawainonthcI）cdl（）uSBed．Ⅰノ00mis，1）latcn（）．382．
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を糊く聴衆に代わって登場したかのような、テクストには書かれていない）城

の女たちがゴーヴァンの日険をみまもるように、巨大な泣台を舞台にして冒険

に挑む騎二J二の身体が「みられる」対象になったことだ。
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矧振1．G机VaiIlOl＝hePellluusl主cd．Ⅰ）al・isianlvol・ies．c．1：i25．FormerlyDcBozcCollection．

1く0糾1・Sllel・Illこ1IILoonlis（incollabol加i川1、Vithlノau】・aH11）bal・dLoomis），A州エJγ∫αJヱ吻′才ゐわ‡

肋〟才gぴα／A〟（London：0ⅩbrdUP，193汚），P】．142．

1よ台は中世の収納只チェストから発達したものである。チェストは、複数の

人が身体をふれあわせながらすわる座具になり、このようなチェストの周囲に

は、身体を出み込むような触′妃的な場があらわれたのだった。H

このチェストの触覚的な場から耳さ台の場への移子J二をしめす例として、チョー

サーが14ll蛸J末にミ1‡いた『カンタベリー物語』（刀JβCαJ王ね血上り乃Jど5）に登場

、山＝恕11皇1∴「チェストの世舛一身体的場の脱形としての箱」ア言語文化論雉こ（筑波大学）53

（21）0り）：17－44．
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する巡礼の一人である家扶（Reeve）の話がおもいだされる。家扶は、学生のア

ランとジョンが、粉屋の一家（粉屋、妻、娘、赤ん坊）と同じ部屋で眠ったこ

とから起きた騒ぎのもようを語る。粉屋は、アランとジョンのために一台のベ

ッドをこしらえてやる。すぐそばには、粉屋と妻が眠るベッドと赤ん坊の揺り

かごがあり、そのとなりに娘のベッドが並んでおかれている。真っ暗闇のなか、

アランは娘のベッドに忍び込み、ジョンはうまいぐあいに粉屋の妻をじぶんの

ベッドに連れ込む。

興味深いことに、この娘の寝床が、チョーサーが種本のひとつとした古フラ

ンス語の13世紀のファブリオ‖LesMeunieretlesIIclers‖では、■■huche‖、すな

わち蓋つきの大きな木箱（grandco触e＝Chest）となっているのだ。！’Hucheは、

パン種をこねる台や挽き白の下におかれて粉を入れる箱にもなったから、粉ノ去

にふつうにおかれた箱だったろう。Hucheはまた、服の収納具やテーブルとし

ても使われ、さらには後にくわしくみるsiege（座具）の代わりにもなったこと

をここで注意しておきたい。1t’ファブリオでは、粉屋は、娘が愛想をふりまき

すぎないように、娘をhucheにいれて鍵をかけ、鍵をhucheの小さな窓から

中に入れてから、じぶんの寝台で眠る。この様子をみていたclerのひとりが

リチョーサーの‖The Reeve－s′rale‖で話される‖bed－が種本では「箱」だったという指摘は、筆者が

本稿の一部を第15回日本中世英語英文学会全国大会（1999年12月11～12日、於駒沢大学）で

口頭発表したさい、池上忠弘氏がご教示くださったものである。この場をかりて池上忠弘氏に深

く感謝申し上げます。‖The Reeve●s′rale，－■乃e肋e門丁■Jピ01α王化gγ，Third Edition，ed．La叩l）．

Benson（m：H仇1ghtonMifnin，1987）77－84．－－Hisdoghtel・hこl（1dea bed‥‥■tv．4142．

W．F，BIγanand Gemaine DenlpSter，Cds．，滋〟〝gSα〃JA′ヱ〟J卿化5〆αα批βr－5GノJiJピル〟り71血
（m：HumanitiesPl▲esS，1941，1958）124－147．hl・1γⅠ）．Be11S（）nandTheodoreM．Andel・SSOll，C（Is．

andt柑nS．，乃gエ才ね和り〔わ乃fg∬J〆α王α〟Cどγゝ凡肋α〟∫ご乃∫Js〟〃d7ね7J5加わ〃5undianapolisandNY：
Bobbs－Me血11，1971）79－201．

BIγan とDempsterでは、‖Thelモeeve’s Tale‥のソースとして古フランス語のファブリオーーⅠノCS

Meunier etlesllclers‖の現存の二写本があげられている（W．M．Hartによる）。Iiens仰と
Anderssonは、それらにくわえて（二写本のうち一編を掲載）、JeanBodelが諾いた－tI）eGombe11ct

desIIclers‥（1190－1194）、ボッカチオの『デカメロン』（9．6）、ドイツ語の散文（‖1）こIS

Studentenabenteuer”）と詩（■■Ⅰ汀egaIlg und GilTegar‖）、ラテン語の”Alia Histo11a de duot）し1S

St11dentibus，QuiHospitem cum Uxore et FilbInebriamIlt－■、デンマークのバラッド■■M¢llel－cIIS

Datter‥をとりあげている。問題の娘の磁床は、－■LesMcunicl・…．－－の二写本ではどちらも‖huche－■と

記されているが、これら以外では臼台にあたることばがもちいられている（－▼Dc（；川mbert‥‥◆■で

は－■1it‥、『デカメロン』でぼ■1etti‖、‥Ⅰ汀ega咽．…‖では‥bette‥、‖AliaHistoria…．‖では■■1ectunl‥、－●M抑el・cllS

Datter■■では‥seng‥［‖DasStudentenabcntcuer‖の原文にあたれなかったが、英訳では‥bcd■■］）。

川山Cγα〃d血占g〟βわJわ乃J‡αi柁dg山JαJ節ピノね乃どαね，‥huche”（1）ahs：Dictionna】reSLcliobe叶，1985）

tome．5，270．ドイツ語の‖1汀egangund Gi汀egar‖では、娘は「衣裳部屋」に人り、装いを変えて

くる。BensonandAndersson，134，VV．20U－208，



箱（Siege）のなかの「私の席」－‖LiSicgesPeri11eux‖ 245

htlCheに忍びより、娘から鍵をうけとり、中に入り込んで愉しい時を過ごす。

チョーサーはhucheをベッドに変えた（はかの類似の作品では娘が眠るのは

ベッドとなっており、チョーサーがそれらの作品のうちどれかをみたとすれば、

11uCheよりもベッドの方を採用したといえる）のだが、hucheの内密性ゆえの

愉楽の弓重度は、家扶が語る（そして他の類似作品の）ベッドに十分に受け継が

れている。このようなhucheとベッドの互換性は、寝台がチェストから発達

したことを裏書きするものであり、またその箱や寝台が、家扶の語るアランに
′ブ′ンチユース

とっても、ファブリオのclerにとっても、文字通りの冒険の舞台となったこ

とをしめす恰好の例だろう。

けれども、チェストが巨大化して騎士の冒険の舞台となった寝台は、もはや

接触の関係を要求せず、みられる者とみる者とのあいだに隔たりをおく劇的な

視覚的空間を「室内」に創出したのである。

ペルスヴァルが招かれる寝台

『寝室の文化史』を著したパスカル・ディビによれば、寝台にかんする語彙

が出現するのは12世紀、すなわちクレチアンが活躍した時代であり、Il広間の

中央で財力や権力を誇示した豪華な寝台は、じっさい訪問客の接見の場として

使用された。前出のクレチアンの『グラアルの物語（ペルスヴァル）』で、ペ

ルスヴァルが漁夫王の城を訪ねたさい、大広間の中央におかれた寝台に横たわ

る漁夫王がかれを傍らにすわらせたのも、寝台が接見の、つまり出会いの場で

あったからだ（ここでも、チェストの上にすわるときのように横並びにすわる

のであって、対面ですわるのではない）。

この『グラアルの物語』の原典のひとつとされるウェールズの古語『エヴラ

ックの息子ベレディール』（‖PeredurtheSonofEvrawc‖）では、アーサー王の

宮廷を出発したベレディールが、老人とともにすわるのはベルベッドのクッシ

ョンのうえである。ベレディールはつづいて、老人の兄弟の城の広間でその兄

弟の隣にすわるが、このときも寝台にはすわらず、t2試練もあたえられない。

またべつの典拠とされるルノー・ド・ボージュの詩「見知らぬ麗しき男」はg

βeJ九co乃乃〟）（c．1190）では、LeBelInconnuのニックネームで知られる騎士は、

‖パスカル・ディビ『寝室の文化史』松浪未知世訳（肯土札1990）88，92，118．

1コ‖Peredur the Son of Ev柑WC，－－乃g几ね占i乃卿0”，MediaevalWelsh Romances，t柑nS・by bdy

Char】otteGuest，Wi払notesb）′A披edN咄（71902）252－254．
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館の広間の中央におかれたテーブルで冒険を経験する。騎士がほかの騎士から

の攻撃をかわし、蛇があらわれると、不思議なノ1iが聞こえてき、本名を明かさ

れる。これを聞いた騎士はテーブルのうえで眠りにつく。t：i

このような典拠に比べて、クレチアンがペルスヴァルに用意した舛台は、寝

台という豪華な場である。ここが、グラアル登場という有名なとJj束事の発端の

場になる。

とある部屋からひとりの小姓が、

白銀に輝く槍の、

柄の中程を持って入ってきて、

炉の火と寝台に坐っている

二人の間を通った。

unsvaslezd’し1neChanbrevint，

quluneblanchelancetint

anpolgnleeparlemileu，

SlpaSSeParentrelefeu

etcesqulellitseseoient，

ⅤⅤ．3179－3183‖

この後グラアルを手にした乙女が、二人の寝台の前を通り過ぎる。t5ここでも、

ペルスヴァルと行列を、みる／みられる者に分ける演劇的空間が寝台によって

設定されている。古代ギリシア劇をみる観客の坐位は、目の前で演じられる劇

”RenautdeBeaujeuの血βgJ力‡CO乃7王‡パc．1190）の要約は、D．D．R．Owen，‖TheDevclopmentofthe

PercevalStoIγ，－●月0∽α刀′α，80（1959）：475－478を参照。クレチアン・ド・トロワの『グラアルの物

語（ペルスヴァル）』の別のソースであるウェールズ古．抑『マクセンの夢』では、ローマ皇帝マ

クセンの夢にあらわれた白髪の老人は、広間の桂の側で象牙の椅子にすわり、チェスの駒を彫っ

ている。老人が立ち上がったという記述がないことから、この老人が不具の漁夫王の原型といわ

れる（D．D．R，Owen，487）。マクセンは、老人の前で金色の椅子にすわる乙女の傍らにすわる。

椅子は二人でもゆったりすわれるほどの大きさだった。■■The Dream of Maxen Wledig，■■ 乃g

肋占わ了卿0乃，MediaevalWelshRomances，tranS．byI』dyCharlotteGuest，1VithnotesbyAlh－e（1Nu亡t

（？1902）85．

】lLesromansdeChretiendeTroyes．Vエgco乃Jg血g化αJ鈍化gγαJノ，eitesd■apreslacopiedeGuio【

（bibl．nat．虹794），publieparFelixLecoy（Pahs：LiblつirieHonoreChampion，1978）tomel：101．

クレチアン・ド・トロワ「ペルスヴァルまたは甲杯の物語」天沢退二郎訳『フランス中世文学集

2愛と剣と』新倉俊一、神沢栄三、天沢退二郎訳（白水社，1991）202．

】5ジャン・フラピエは、グラアルを素晴らしい宝石細工がほどこされた深みのある広口の皿とみ

ている。グラアルは、容器や皿の意味でふつうに使用される単語であり、甲壷や坪三盃のような円

通物ではなかった。ところが、クレチアン以後、甲杯伝説が展開する過程で、グラアルはSaint

Glコal（甲杯）と同一視されるようになった。ジャン・フラピエ『甲杯の神話』天沢退二郎訳

（筑摩書房，1990）参照。
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を受容する姿勢であったと指摘されているが、川ペルスヴァルも寝台にすわり、

グラアルの壮麗な行列を言葉を発することなく、ただみまもるのである。けれ

どもじっさいは、ペルスヴァルがみられる対象であったことはもはやいうまで

もないだろう。ペルスヴァルが「このグラアルで食事をするのはだれか」とい

う問いを発しさえしていたら、漁夫王の傷が癒え、国全体を悲惨から救うこと

ができたはずだった。

クレチアンを種本のひとつとするドイツの詩人ヴォルフラム・フォン・エシ

ェンバッハの13世紀はじめの韻文『パルチヴアール』（ね柁才〃αJ）（c．1201－5）で

も、グラアルはパルチヴアールが広間の寝椅子に漁夫王とすわったときに登場

する。

またそこには百台の寝椅子［kr6ne］が並んでいた。こういう仕事を担当

する人たちが用意したのだ。寝椅子の上には百枚のふとんがのせてあっ

た。寝椅子は、互いに少しずつ間隔をおいて並び、四人ずつで一つの席

を占め、その前に円形の敷物が置いてあった。（中略）城主［漁夫王］

は命じて自分を真申の炉台のそばの折り畳み式の寝椅子［spanbette］に

坐らせた。（中略）あるじは彼［／てルチヴアール］をいつまでも立たせず、

こちらへ近寄って坐るように言った。「もっと私の方にいらっしやい。

あなたをあちらの方に坐らせたら、他人行儀な扱いになりましょう。」

と、苦痛に打ちひしがれているあるじは言った。17

ここで注目したいのは、クレチアンに比べて、座具へのまなざしが細やかに

なっていることだ。／てルチヴアールが王とともにすわるのは寝椅子（spanbette）

であり、この場面のあとでかれひとりで眠るのは別室にある寝台（bette）、騎

士がすわるのは4人掛けの寝椅子（k6ne）というように、座具の使い分けがみ

られる。このまなざしは13世紀になって生まれたものである。この背景には、

広間を主とした一室構造の居住状況から、広間の周囲に小室が付与され、部屋

lわRichardSennett，月g5んα乃dSわ刀g：乃gβゆα〃d伽C砂i乃l杓5お和C如Jfz〃血乃（m：W．W．Norton，

1994）60．劇場で人びとにすわる姿勢をとらせることによって観客として位置づけたのは、政

治的な意図によるものであった。屋外のアゴラでは、男たちは立って歩きながら議論した。
1T

wol血m von Eschenbach，凡柁加J，Text Nacherz弛1ung Wo止erkほmngen （Damstadt：

WissenschaftlicheBuchgesellscha氏，1967）193－194，V．229，23－230，30．邦訳ア／マルチヴアール』加

倉井・伊東・馬場・小栗訳（郁文堂，1974）121－122．
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が用途別に分かれはじめたという建築形態上の発展があるが、ここでは座具あ

るいは寝具が部屋によって、またすわる人物によって変化している点が重要で

ある。

とはいえ、このような座具への細やかな視線が13世紀に一般的にみられる

ようになったわけではなく、1220年前後の創作とされる古フランス語の散文

『ペルレスヴォー』（乃〟βざ〃α〟5）では、座具への視線はおざなりのままである。

たとえば、ゴーヴァンが漁夫王の城で聖杯をみる場面では、広間の象牙のテー

ブルのところにすわっていたと書かれているのみで、何にすわっていたのかは

記されていない。またこ この物語では、アーサー王の円卓の座にたいする記述

もみられず、円卓の騎士のなかでも特別な騎士の到来を待つのは、後述する「危

険な座席」なのではなく、宮廷の柱にかけられている盾であり、それを手にす

るのはペルレスヴォーである。l冶盾は、各騎士の紋章を刻み、出自を物語るエ

ンブレムであった。このような持ち物によって騎士を個別化する描写は、13

世紀以前にもみられるが、座の場がある特定の騎士の身体をそこにおさめるの

を待っているという状況は、13世紀初頭にロベール・ド・ボロンによって編

み出されるアーサー王物語の登場を待たねばならない。

このように、チェストから発達した寝台は、騎士の冒険の舞台として劇的な

空間を「室内」に創出し、チェストのうえでふれあいながらすわった複数の身

体間では生じようのなかった空間的隔たりを、「みる身体」と「みられる身体」

のあいだにもたらした。このあたらしい空間認識のひとつのあらわれが、人物

による座具の使い分けという視線だといえよう。チェストという「物」が形成

した場は、このときひとの身体を主体として選びとられる場に変化したとみる

ことができる。

円卓の座席

中世文学のなかでもっとも有名な座は、アーサー王の円卓の座だろう。円卓

への最初の言及がみられるのは、1155年にヴアース師がフランス語で書いた

『ブリュ物語』（助椚α乃滋β和才）である。その円卓では、みな平等に、そして

おそらくは身体を相接しあいながらすわっていた。

18血助祉fエf〃γe血GγααJご乃〟g5〃α王J5，ed．WilliamANitze＆T．A．Jenkins，2voIs．（Chicago：Chicago

UP，1932－37）；English tIanS．by NigeIB叩ant，乃g即妙劫0丘〆肋g C和〟ごA7ねプJS／αJわ乃〆伽

乃f〟gg〃肋α〃触り血桝α〃Cg〆乃〟β5γα〟5（Camb11dge：D．S．Brewer，1978）BmnchIV＆BranchlX．
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アーサーの貴族についていえば、だれもが自分のことを最高だとおもい、

最低だというものはいなかった。アーサーは円卓をつくった。ブリトン

人が多くの伝説で語ったのはこの円卓のことである。そこにアーサーの

家臣も、すべての貴族も、みな平等にすわった。かれらはテーブルに平

等にすわり、平等に給仕されたのだ。だれもほかの者よりも高い席にす

わるなどと自慢することはできなかった。1タ

イングランドで教区司祭の職にあったラヤモンは、ヴアースの物語を英語に

翻案した『プリュ物語』（1189－99）を著したが、そこでこの部分が具体的にな

って拡大される。それによると、クリスマスの季節にロンドンで、アーサー王

治下の7人の王と 700人の騎士が集った。それぞれが、密かに誇りを抱き、

自分がもっとも優れているとかんがえていた。テーブルが用意されると、まず

アーサー王がすわり、その隣に王妃、つづいて伯爵、男爵、騎士、自由民、田

舎の者、ポーターの順に席についたが、この席順について言争いがはじまり、

死傷者をだす始末となった。後日、アーサー王がコーンウォールに出向いたお

り、騒ぎのもようを聞いた大工が王に1600人余りの者がすわれる円卓をつく

ることを申し出る。それは、持ち運び可能で、だれもが好きなところにすわれ

るテーブルで、席の上下もないものだという。大エは、木材を調達してもらい、

4週間で円卓をつくりあげ、アーサー王に献上する。

このラヤモンの記述とヴアースとの相違点として興味深いのは、ラヤモンが、

王が早速宴会を開くと、円卓に席の上も下もなく別々にひとりずつすわった

（‥d】eheo weoreれbianeニ／be heh3e＆pala3e‖（MS．Cott，Cdjg．A．Ⅸ；ⅤⅤ．

ll●1）urlesnobIesbanlnSqu■i】ou亡；

Duntchescunsmieldreestrequidout，

Chescunsseteneitalmeillur，

Nenulsn－ensaveitlepelur，

FistA止ul・1a RotindeTable

Dunt Bl・etundientmaintefable．

111uec secieIltlivassaI

1’uitchevalmentetuitegal；

Alatableegalmentseeient

EegalmeIltSCrViesteient；

Nu】d’e】snesepoeitvanter

Qutilse†stplushaltdesunper，VV 9747－9758．

尺仰ヱ〟J上dどβ川JdどI鞄cg，ed．lvorAmold，3tomes（Paris：S∝i丘tedesAnciensTextes F柑n甲is，

1940）2．513－514．
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22947－8）加と書いた点である。このように記したということは、ラヤモンが円

卓のまわりにおかれた座具を、接触しあいながらすわるというよりも、ひとり

ずつ別々にすわる椅子として想定したとかんがえられる。

しかしながら、この記述も、1600人余りが円卓にすわったとなると、現実

離れしていることは否めない。また、ヴアースもラヤモンも家臣らがテーブル

にすわる（‥A】a tab】e egdme乃t Seeie乃t，▼■Wace，Ⅴ．9755；‖s血te to borden．－－

b3amOn，Ⅴ．22880）と書いており、席順が争いの種となったにもかかわらず、

肝心の座席については言及がみられないのである。テーブルが、壁に据えつけ

られたベンチやチェストのほうにひきよせられて組み立てられた当時にあって

は、≠－プルをどこに置き、そのテーブルのどこにすわるのか、あるいは立つ

のかが重要なのであって、座具そのものは二の次となる。じっさい、アーサー

王の宴会を描いた細密画では、王や騎士たちがテーブルのまわりに立って食事

をとる場面を描いたものも少なくない。21

けれども、12世紀末のラヤモンが、騎士が円卓のまわりに「ひとりひとり

別々にすわった」と記したことは、12世紀初頭のヴアースとの相違点として

おさえておかなればならない。前にふれたクレチアンの『グラアルの物語（ペ

ルスヴァル）』のソースのひとつで、少なくとも12世紀以前には原形が知られ

ていたウェールズ古講の『ェヴラックの息子ベレディール』では、アーサー王

の宮廷の広間で騎士たちは、床に敷いたベルベッドのカーペットのうえにすわ

っていた。22このウェールズ古詩から、ヴアース、そしてラヤモンと時を経る

にしたがって、個別の座への意識が芽生えていることがあとづけられるだろう。

みなが平等にすわっていた共同的な（common）座が、個別的な（particular）座に

変容していくのである。

円卓の起源については諸説があるが、ケルトの伝承に由来するという見方が

主流である。ケルト人の習慣では、王や勇敢な兵士のまわりに、部下の兵士た

ちが円陣をくんですわったという。あるいは、アーサー王を軸として回転する

初山ダ椚〃耶β和Jご¢′α′㈹icJg〆炒fねれapoebcalsemi－Saxonparaphraseo一山eBllltOrWace，3

voIs．（bndon：仙eSocietyofA山iqua【1esoILondom，1847；11）t．NY：AMSPl・eSS，1970）2．532－541；

W．22737－22953；－一山lebioneソトeheheanpelowe．－’（MS．Cott．0仙0，C．XIII，W．22947－8）．

21流布本物語14世紀初頭（BIltishMuseumMS．Royal14．E．1ⅠⅠ．89葉）など。

乃・－Pe托dur the Son o†Evrawc，・・乃g肋ムi〃岬㈹，MediaevalWelsh Romances，tr弧S・by Lady

CharlotteGuesしWithnotesbyAlrredNutt（？1902）281．
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ケルトの神々をあらわすという説もある。2：与 こうしたケルト人の世界に連なる

円卓は、13世紀のフランスにおいてキリスト教文化のなかにとりこまれてい

くが、その過程、つまり12世紀から13世紀への世紀の移り目に、最後の晩

餐のイメージが円卓に重ねられ2412人の使徒が12人の騎士となり、12の席が

11卓に設定されていく。その基点をつくったのが、フランスのロベール・ド・

ボロンである。

ボロンは『メルラン』（肋〟わ‡ノ（c．1200）で3つのテーブルの起源、すなわち

キリストの最後の晩餐のテーブル、アリマテヤのヨセフの聖杯のテーブル、そ

してメルラン（英語名マーリン）がつくったという円卓について語る。最初の

二つのテーブルには12席あり、それにくわえてユダの席とされる空席がある。

第3のテーブルの円卓は、メルランがアーサーの父ウーサーに依頼されて、50

人の騎士が着席できるようにつくったものであり、メルランは一席だけを空席

にしておくように忠告する。その席は、聖杯探求に成功した騎士だけがすわる

ことのできる席だという。

一席だけ空席にしておくという警告は、ボロンの『聖杯の由来の物語』（エg

和∽α乃dβノーβ5わ才γg血〟g和αJ，別名『アリマタヤのヨセフ』♪5ゆんdAγわ乃α肋才g）25に

もみられる。そこでは、空っぽのユダの場所（1eliuJudas）にすわろうとしたモ

イゼスにたいする懲罰が記されるが、そのさいボロンはこの席をユダの「場所」

とよび、座具そのものには特別な注意を払ってはいない。

円卓ができた時点では、ヴアースが記したように人びとは席順に関係なく大

人数ですわっていた（common）が、12世紀末に曖昧ではあるけれどもラヤモン

ヱl”RoundTable，”乃g∧屯紺A〟ん〟γfα′‡放り・CJ坤gdfα，ed．No山sJ．bcy（NY：GarlandPublishing，Inc．，

1991）391．

コ一品後の晩餐の場面に円卓が規則的にあらわれるようになるのは11世紀であり、12世紀半ばま

でには円卓はdivine fellowshipのシンボルとしてもちいられるようになった。Laum Hibbard

Loomis，‖TheTableofthehstSupperinRe】igiousandSeculal・1conography，”A〟5血dfg5，V（1927）：

72．12世紀以前の西欧の日常生活では円卓は一般に使用されておらず、長方形の板を脚にのせ

ただけのテーブルが食事時に組み立てらゎた。にもかかわらず、12世紀以前の宴会を描いた絵

には円卓が登場する。L．H．ルーミスはこの由来を、古代ギリシア・ローマ世界と中東にたどる。
huraHibbardI－00mis，79．

5Icilliuswizsisene后e

LeliuJudas，quiparfolie

Dcnosh‾eCOmpelgnIeOissi

Quants－apel‾ぢutqu■ilm’euttmhi．（vv．2527－30）

ⅠくobelldeBoron，山和〃王αJ王血ノーど5わi柁血〟ダα〟J，editeparWilliamA．Nitze（Paris：LibmiIieHonore

ChampioIl，1971）87．
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によって「ひとりずつ（‖biane‥）」すわる個別（particular）の座への視点がはさ

まれたこと、そしてボロンにおいて空席のままにしておく一席がもうけられた

ことは、チェストが形成した空間とは異質な空間認識が生まれたことをしめす

ものだろう。冒頭に引いたルネ・シヤールのいうような食席の空席は、このと

きからすわる人を待ちつづけているのである。

そのエポックメーキングな出来事として、13世紀初めの『ディド・ペルスヴ

アル』（乃gβわ0′一乃Ⅳg〃αJ）（c．1220－30）とよばれる古フランス語散文において

ペルスヴァルが「ユダの場所」に無謀にもすわってしまうという事件をつぎに

とりあげたい。

「ユダの場」から「聖石の場」ヘー『デイド・ペルスヴァル』

『ディド・ペルスヴァル』には二種類の写本（モデナ写本［Ms．E．13世紀後

半］とディド写本［Ms．D．1301年］）が現存しているが、それらの作者がボロン

自身なのか、あるいはボロンの作品をだれかが継承したのか、あるいはボロン

の作品を参照しつつだれかが別の作品として書いたのかはつまびらかでない。

しかしここでは、作者や成立過程の議論よりも、空席にしておかなければなら

ないとされたユダの「場所」にべルスヴァルがはじめてすわろうとしたことが

問題である。

アーーサー王（roiA止u）は、メルランの勧めにしたがって聖霊降臨節に円卓を再

生するために宴会を開く。12人の騎士が12の席につくが、アーサー王は13

番目の席をユダがすわった場所（…Sipristliroislesdozepersetles鮎tasseoir

esdozelius，etlitresimesremestvuisporlesene茄ancedelliuuJudassistquant

ilseleva；Ms．E．64－66）として空席のままにしておく。

馬上槍試合でペルスヴァルが騎士たちを敗ると、観客のなかから「円卓の空

席にすわるのにふさわしい騎士だ」という声があがる。2（iその声を聞いたペル

スヴァルは、円卓の空席にすわることをアーサー王に要望し、王の反対と警告

に反して、そこにすわる。すると、ペルスヴァルの下の石が割れ、地がうめき

声をあげ、はるかかなたまで暗闇で覆われてしまう。やがてどこからともなく

2占‖Etdisentquebiendevoitleliudele′rableReondeaemplir，etliroisqulmOltfuvai11ansetsagcs

s－en
vint

a PercevaI…．川（Ms．E．155－156）；“…Sique tuit ciIqueIe virent disb・ent qu’ilestoitlc

mieudreschevaliersdelmonde，etbiendevoitleleuvoitamplirdela′rableRondc”（Ms．D．139－141）

乃β 加血タール托g〃αJ，According to the manuscnpts of Modena and Paris，ed．Williamlミ0こ1Ch

（Philadelphia：Univ．ofPennsy】vania什ess，1941）147－14＆
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声が聞こえてくる。声は、メルランの命令に背いてその席にべルスヴァルをす

わらせたアーサー王を非難し、つづいて円卓の騎士のひとりが他の騎士より騎

士道において秀で、神の助けによって漁夫王の館で聖杯について問うてはじめ

て漁夫王の病が癒え、ペルスヴァルの下で割れた石が元通りになるという。こ

の声を聞いた円卓の騎士たちは、聖杯探求の旅に出立する。

ペルスヴァルが13番目の席にすわる直接の誘因は、馬上槍試合のさいの観

客の賞賛の声であり、ストーリーの展開をかんがえれば、作者はその声の重要

性をもっと強調してもよかったはずである。けれども、現存の二写本にみられ

る観客の声の描写があまりに簡単であることから、『ディド・ペルスヴァル』

の刊本を編集したウイリアム・ローチは、ロベール・ド・ボロンが創案したエ

ピソードを、この話の重要性を理解しきれなかった写本の校訂者が凝縮して書

いたと説明する。27これをふまえれば、13番目の席にすわるというペルスヴァ

ルの行為を元来考案したのはボロンであり、そのさいボロンは、『アリマタヤ

のヨセフ』と『メルラン』で記した「ユダの場所」という特定の席の名をその

まま援用したとかんがえられる。2ボ

ニつの写本に善かれたこのエピソードをみると、それぞれペルスヴァルがす

わる席は、「空の場所」（‖elliu vuiピー［Ms．E．182］、‖1eleusvoit‥［Ms．D．164］）

と記され、座具には視線が注がれていない。しかし、ペルスヴァルがすわると

「かれの下の石が割れた」（■tEttanttostcomil山assislipierefen血desouslui－■

Ms．E．193）、あるいは「ペルスヴァルがすわった円卓の場所の石は元通りに

はならないだろう」（－－neneseralipiererasoldeedelliudeleTableReondeu

Percevauss－asist‖Ms．E．211－212）と記されていることから、石が13番目の「場

所」の象徴としてペルスヴァルの下におかれていたことが明らかである。

この石はいわば聖なる力を顕現する聖石であり、29この時点で「ユダの場所」

㌘乃g加血卜允仰〃αJ，According to the manuscnpts of Modena and Pahs，ed．William Roach

（Philadelphia：Univ．ofPennsylvaniaPress，1941）43－44．

aRupe止T．Pickens，‖《肋i5血go〟乃g♪α和Jg♪α5C柁5fig耶滋mぬ‥》：ARe－eXaminationofthe

仇由仁允〝g〃αJ，■一尺α朋α〃れ105（1984）：496．R．T．ピッケンズは、乃gβf血f－乃仰〃αJの作者が『ア

リマテヤのヨセフ』と『メルラン』を参照しつつ、クレチアン・ド・トロワの『グラアルの物語

（ペルスヴァル）』とその続編の弔杯物語を主として組み合わせたと主張する。

加

ミルチャ・エー」アーデ『豊穣と再生一宗教学概論2ごエリアーデ著作集 第2巻 久米博訳

堀一郎監修（せりか書房，1974）118，121－123．雫石が玉座の下に置かれるという例はすでに、

〃βi∽5々γわ癖の中の‥Hemld－ssaga Fairhair，一にみられる。このことをご教示くださった伊藤壷氏に

深く感謝します。
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という否定的な席が、聖なる席に転化していることに注目したい。聖石はそれ

だけで空間を聖別するいっぽうで、石を積み重ねて空間をとりかこむことによ

って呪術的な防禦壁をつくった。その空間の中心は「臍」（オンファロス）的

石と同一視される。：－0聖石とそれをとり囲む防禦壁のあいだには分ち難い関係

性があるが、じっさい、ペルスヴァルがすわった聖石が、防禦壁の意味を併せ

もっていくさまを、わたしたちは13世紀初頭に書かれた作者不詳の散文『聖

杯の探索』（エα伽e5ねdgJ5αわ‡fCγ㍑αJ）でこれから目にすることになる。

LiSiegesPerilleux一特権的座の発生

『聖杯の探索』にも、三つのテーブルの話が記されている。それによると、

イエス・キリストが到来して以来、世界には三つの重要なテーブルがあった。

第一のものは、天からの食糧でイエス・キリストの使徒の肉体と魂を支えたテ

ーブル（1a TableJhesucrist）である。第二のテーブルは、アリマテヤのヨセフ

の聖杯のテーブル（1aTabledouSaintGraal）で、パンを争った人びとを怒った

ヨセフが、パンをちぎってまき散らし、聖杯をテーブルの上座にすえると、12

個のパンはまたたくまに増えて4000人もの人が供されたという。聖杯のテー

ブルには最後の晩餐の席を手本とした、ヨセフの息子ヨセフェがすわるべき席

（unsiegeouJosephes…devoitseoir）があり、この席にほかの者がすわること

は許されなかった。ところが、ヨセフェに嫉妬をおぼえた二人の男がこの席に

すわるとすぐに、奇蹟がおこり、その男どもは大地に呑み込まれてしまう。以

来、ヨセフェの席は「恐怖の座席」（1iSiegesRedoutez）とよばれるようになっ

た。この席の典拠は、前述のロベール・ド・ボロンの『メルラン』に登場する

「ユダの場所」とされる。その場所が13世紀初頭の物語で、‖Sieges‖という特

権的な座席を意味する単語をもちいて記されることになるのである。

この‖siege（s）‖が、第三のテーブル、すなわちメルランの進言によってつく

られた円卓（Table Reonde）にも設けられる。12世紀のヴアースやラヤモンの

記述において座順のない平等な席だった円卓の座が、この13世紀の物語にお

いて指定席へと変化したのである。メルランは、円卓の騎士団をとおして「聖

杯」の真理を知ることができると予言する。これを聞いた人びとが、聖杯探求

に成功する騎士以外の者がすわることのできない特別の座席（un propre siege）

をつくるように頼むと、メルランは「他のどれよりも大きくて美事な座席（un

3■’ミルチャ・エリアーデ，は3－125．
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siegeentrelesautresgrantetmeⅣeilleus）」を造った。ここにすわる資格のあ

る真の騎士以外のものでここにすわるものは死ぬか不具の傷を負おうことにな

る、とメルランは宣言し、その座席を「危険な座席（1iSieg由Pedlleux）」とよ

ぶ。‥llこの座席は、前出の『デイド・ペルスヴァル』でペルスヴァルが無謀に

もすわろうとした石の座から発展した席であり、そこは元来「ユダの場所」と

して了解されていた席であったことをおもいだしたい。その「場所」が、‖1i

Sieges●Iとしてかたちをそなえた具体的な事物として認識されるようになった

のだ。「危険な座席」は、もはや石という聖なる力の顕現する象徴的な形象な

のではなく、ほかの席よりも立派な椅子がおかれた具体的な席になった。石が

聖別した場所は、他の席と隔てる囲いをもつ「座席」になったのである。32

Siegeは、ラテン語のsedere（＝tO Sit）、俗ラテン語のsedicare（＝tO Sit），

sedicum（＝Seat）を語源とし、中世では「特権的な座」と「包囲する」という二

つの意味をもっていた。特権的な座という意味は、人が位置づけられる場所と

して拡大解釈されるようになる。ちなみに、おなじラテン語の動詞に由来する

ドイツ語のbesitzenは占有を意味する。さらに、ここで注目したいのは、「人

が位置する場所」という意味から派生して、フランス語のsiegeは、12世紀の

最古の用例から「包囲するために要塞のまわりに軍隊を配置する場所」（1138

年頃，Sege）という意味をそなえていたことである。おなじ12世紀の前出のク

レチアンの『グラアルの物語（ペルスヴァル）』では、邪な騎士にsiegeされ

たブランシュフルールは、糧食が尽き、明日には敵の手に落ちてしまうと、ペ

ルスヴァルに助けを求める（Ⅴ．2011）。このsiegeは、攻囲の意である。エー

、Ilェβ¢〟g5お血J滋i〃′Gナ℃αた尺0桝α乃血ノαげsiecle，editeparAlbertPauphilet
（Pads：Libnide

HonoreChampion，1949）74－78．邦訳『甲杯の探索』天沢退二郎訳（人文書院，1994）ほ0－は4．

㍊このことは、13世紀のドイツの都市をモデルにしてsiegeを論じたMichaelT∝hの、13世紀

に都市の発達にあわせて、それを取り囲む壁が強化、拡大されたという指摘と関係があるのかも

しれない。MichaelT∝h，‖TheMedievalGemanCityunderSiege，‥ 乃g〟gd血αJα砂〟乃滋rSf聯，

ed．IvyA．Cor鮎＆MichaelWolfb（Woodbddge：TheBoydellPress，1995）35－48．

■tl上）わ′わ乃〃αf柁あねわr如g血Jα血J研g．如〃どαねg（Pads：DictionnaireleRob叫，1992）1941－2，’■siege”・

1230年前後のフランス語の散文『アーサーの死』には、座席あるいは攻囲の意のsiegeが混在

して使用されている。王妃とランスロが関係を続けているのを知った王は、居城に諸侯を参集す

る。すでに円卓の騎士の多くが、ランスロとの戦いによって命を落としていた。そこで騎士ゴー

ヴァンは、それらの騎士の代わりを選出し、以前とおなじ人数の150名に円卓の騎士を揃えるよ

うに王に進言する。ランスロの席（elsiegel月nSelot）だったところには、エリアンがすわり、ラ

ンスロに従ったポオールとエクトールの席（elsiege Boors，elsiege Hestor）、そしてランスロに

殺されたガエリエの席（elsiege Gahehet）にもあらたな騎士が選ばれた。だが、だれも「危険な

座席」にはすわらなかったぐ●Mais，SanSbille，elsoueminsiegedelaTableReonde，kiia血soteste
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英語でsiegeが包囲の意でもちいられるのは、14世紀以後のことである。た

とえば、14世紀の英語頭韻詩『アーサーの死』はg肋γねAγ肋㍑γ）には、アー

サー王は、王妃との密会が暴かれ、Benwickに逃れたランスロットをsiegeす

ると記されている。作者（不詳）は、じっさいの戦争行為を詩のなかに故意に

組み込もうとしたらしい。34このように、城塞の攻囲が中世の最終的な戦闘法

だったのであり、内部のsiegeにすわる人を包囲する、それが戦術としての

siegeだったのである。35

これまで、戦術としてのsiegeについては多くの研究がなされてきた。：itisiege

は、キリスト教徒とイスラム教徒の戦いの前線に位置した宗教的な砦であり、

apielesliSiegesPedlleus，nOtSihardikisiosastaseoir，…”）。翌朝、アーサー王一行は、ランスロ
の城「喜びの砦」を攻囲（siege）する。肋〟A畑JごA乃0〟fねタZd伽5g血桝α〝〝〆肋gX㍍肋α〝J〟町

ββ吻肋β血sJβわねわ乃〆加〃αわf血エβC，■ed．J．DouglasBnlCe（Halle：MaxNiemeyer，1910；叩t．

NY：AMSPress，1974）125－126．

34山肋gA肋〟rαjわ椚β乃Cgf〃5ね刀Zα5〆E妙fエわ壬β5，re－edited丘omMS．Harley2252，in the

BdtishMuseumbyJ．DouglasBruce，publishedfortheEarlyEnglishTextS∝iety（London：Oxford

UP，1903；叩t．1959）stanzas 341（by－Segyd），343，（sege）＆370（sege）．Winthrop Wetherbee，

‥ChivalけunderSiegeinRicardianRomance，”乃g肋digγαJCf少㍑乃血γS吻ぞ，ed．ⅠvyA．CoI毛sand

MichaelWo胞（Woodbddge：TheBoydellPress，1995）209．

35フランス語ではsiegeの座席としての意味が今日でも残っているのにたいし、英語のsiegeで

は包囲の意がつよまり、座席の意は17世紀頃に失われる。それは英語には、Siegeとラテン語の

語源を等しくするseatがあったからだろう。中世では、Seatは坐の様態や作法を主に表したが、

座席の意ではsiegeとseatがともに用いられた。ただ、「包囲」を含意するsiegeは、他者とは

画された固有の席という語感が強い。15世紀末のトマス・マロリーは座席にsiegeとseatの両

方を用いるが、コンテクストによって使い分けている。Sir Thomas Malo叩，l杓戊5，ed．with an

introductionbyEugeneVinaver（Oxford：OxbrdUP，1971）参照．以下、Maloryからの引用はすべて

このVinaner版による。

たとえば、アーサー王が騎士に叙任したトリストラムを宮廷に連れてきたさい、王は円卓の座

席（seges，Syege）をみると、マルホルトの座席だったところに「ここは気高き騎士サー・トリス

トラムの座席である」という文字をみつける（マルホルトはトリストラムとの戦いで敗れ、死ん

だ騎士）。この描写では座席に、SegeSあるいはsyegeが用いられている。トリストラムの様子を

みにきたマルク王の聞いに答えて、騎士が「トリストラムの座席はマルホルトの座席があったと

ころです」と答える場面では、座席にはseat（e）が使われている（MaloIγ，Book X，Vi－Vii）。これ

らを比較すると、おなじ円卓の座席に言及するばあいも、円卓を目の前にしたときはsiegeを用

い、円卓から離れているときにはseatが使われているといえる。円卓の座席は、それぞれの騎

士の名前が記された固有の席であり、ほかの者がすわることはできない。Siegeは目にみえない

壁で囲まれた座である。座席に名が記されるということだけで、騎士はその場を占有しているの

だが、Siegeの座はそのイメージをいっそう強固なものとする。

36戦術としてのsiegeのさまざまな側面については、Ⅰvy A．CoI石s＆MichaelWolk，eds・，乃g

〟とdわ〃βJα砂〟〃血γ5吻ぞ（Woodbridge：ThefioydellPress，1995）を参照。
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ヨーロッパと非ヨーロッパの境界だった。1siegeの壁は都市を形成し、中心と

ともに周縁地域を都市に生み出した。壁のなかでは、Siegeの管理上の諸権利

や経済的な負担をとりきめる領主と被支配層の力のバランスをめぐって、ある

いは戦術を高めるための権謀術がくりひろげられた。中世後期に大砲が出現す

るなどの武器の技術的な進歩は、Siegeの戦術を大きく変えることになる。Siege

はまた、『薔薇物語』をはじめとする中世のロマンスや詩に多様なイメージを

提供し、アレゴリーの源泉にもなった。Siegeの砦は、貴婦人の心や（貞節か

つ性的対象としての）身体と、その女性を想う騎士の苦悩を表現したばかりか、

教会や聖母マリア、魂のイメージをとどめてきたのだった。このようにsiege

は、豊かなイメージを喚起しながら、「座」としてそこにすわる人の身体を包

囲した。この「座」としてのsiegeがここではたいせつである。

前述したように、「危険な座席」は「ユダの場所」が聖石の力によって転化

したsiegeである。その座につく人はそれゆえ、選ばれた者でなければならな

い。「ユダの場所」を、ペルスヴァルがすわったことによって聖石が割れて暗

闇で覆われた世界を、あがなう者でなければならないのである。

『ディド・ペルスヴァル』で割れた石が元通りとなるには、ペルスヴァルが

幾多の冒険を経た後、漁夫王の城を二度めに訪れたさい、聖杯の行列をみるや

いなや運ばれている容器はだれのために使うのか（－－ditesmoiqueonse止deces

cosesquejevoiilluecpo止er－■（Ms．E．1837－38）；■■jevospriquevosme瓜ezque
l－en sert de cestvesselque cest vallet po止e que vos tant

enclinez‖（Ms．D．

1505－6））と問うことによって、漁夫王の傷が癒え、グラアルの秘密が明かされ、

世界が魔術から解き放たれたときだった。38その日、アーサー王が円卓につく

と、恐ろしい音が聞こえ、ペルスヴァルの下でかつて割れた石がつなぎあわさ

1チョーサーの『カンタベリー物語』の巡礼の一人である騎士は、1344年にスペインのアルゼ

シラスの街がグラナダのムーア人と包囲戦（seege）を展開したとき、グラナダにいた。（”Geneml

Prologue，”A56）

詔ペルスヴァルは、漁夫王の城を最初に訪問したさい、この質問を発することに失敗している。

そのとき、ペルスヴァルはクレチアンのペルスヴァルのように、広間の豪華な寝台に案内され、

つづいて漁夫王もその寝台に担がれていき、すわって多くのことを話す。（‖Et Percevausenmonb

amontenlesale，etunSV山1由1iapo托aunmanteld－esch肝1ateetlia血bla，etpuisl－enmenalseoir
enmi■1esaleenun moltdcelit．‥（Ms．E：1194－97）．；－’山門Ser■asisentsorlelitetparlerententre

ausdeplusorscoses…‖（Ms．E：㍑07－08）．‖EtPercevauxmontaenlasaleetduivalletliapo止erent

un manteld七sGlrlateco托etlia山blerent，etle丘rentseoirsorun dchelitenla sale．（Ms．D．

1059－61）；b指S－asistrent sor unlit et pallerent de plushors choses．…‥（Ms．D．1070－71））乃g

βんわf一乃γCgγβJ．
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れるのである。39ペルスヴァルは、漁夫王から聖杯をひきつぎ、王が亡くなっ

た後は、みずから漁夫王となり、天と地をつなぐ聖杯の城を守っていく。聖性

を帯びたペルスヴァルは、城のsiegeのなかにみずからの座（siege）を得たので

ある。

ペルスヴァルはしかし、聖石にふたたびすわることはなかった。ペルスヴァ

ルに代わるsiegeにすわる騎士として、わたしたちは、13世紀のアーサー王物

語群に登場するガラアド（英語名ガラハッド）の名をみることになる。ガラア

ドが最初に登場するのは、メルランが造った「危険な座席」（1iSiegesPedlleux）

が現れる前出の『聖杯の探索』においてである。その場面をみてみよう。

聖霊降臨節の食席で、アルチュール（アーサー）王は円卓でもひときわ高い

席につき、騎士たちもおのおのの席につく（Etliroisfetl■evecomer；Sis－asiet

ensonhautdois，etlicompalgnOndelaTableReondes■asieentchascunsen son

leu）。40円卓の席は、騎士の指定席、個別的な座として意識されている（『聖杯

の探索』を典拠のひとつにして『アーサーの死』を著したトマス・マロリーも

円卓の座席に‖siege（syege，Sege）■－をもちい、‖en sonleu‖に倣って‖hys owne

place‥，‖eve叩Syege（sege）■－と記し、41また－－eveⅣknyght
knew hys owne place

and sette hym therein■■とも書いているように、騎士はじぶんの席をもち、その

場所を知っている42）。だが、「危険な座席」は空席となったままだ。そこに老

人が騎士をつれてきてその席に導くと、椅子には「ここはガラアドの席（CIEST

LISIEGESGALLAD）」という文字が刻まれており、騎士はそこに腰をおろす。

この騎士がガラアドである。幻

この場面を描いた14世紀の写本をみると、円卓の騎士がすわる椅子は、ま

39Et
estoit aceljor meTsmelirois A止us ale Table Reonde que Merlins fbnda，etOTrent un

escroisisslgmntqueils’en es丘■eerentmOltdurement，etliplere mSOlda quikndidesos
Perceval

quantils■asiste11iuvuit‥（Ms．E．1892－96）．■■Etestoiticeljorme‡smesleroisA山1SalaTable
Ronde que”Me11ins fbn血，Sioun escrois slgmnt que tuit sihome s’ien鮫drent，quarla ple汀e

resoun血quifbnsidesouzPercevaux，Silorvinta即急ntmeⅣeillequeilnesavoientquecesene丘ot”
（Ms．D．1545－48）．

州エ〃¢Je5ね滋J5αf乃′C和αむJわ桝α〃血且エげsi色cle，edite parAlbert Pauphilet（Paris：LibIaide

HonoreChampion，1949）7．

41Malo叩，BookX，Vi，352．

42MaloIγ，BookHII，iii，518．

伯山恥gsねゐJ鮎f〃fG，℃αJごJわ桝β乃血∬げs砧cJg，朗ite
parAlbe止Pauphilet（Pads：Libmihe

HonoreChampion，1949）8．Cf．Malo町，BookXIV，477，BookXIII，ii－Vi．516－519．
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図版2．Ga】ahadComestotheSiegePehlous．CabinetdesMSS，Fonds血n申is，Biblioth色que

Nationale，Pads，343，f．3．0〟おね．c．1380－1400．IblianSchool．RogerShemanLoomis，pl．330．

るく連なる椅子で座席ごとに仕切りがついており、‖chascuns en sonleu－－とい

う固有の座席が視覚的に表現されている（図版2）。しかし、この椅子は個々

に独立した椅子ではない。そのなかで唯一、天蓋をもち、文字が刻まれた背当

てと側板がついた「危険な座席」が個別（pa血cular）の椅子として描かれてい

る。44 この箱型の椅子は、チェストを縦にして内部をくりぬいた形態をしてい

るように、チェストから発達したものであり（hucheがsiegeの代わりとして

ーIL．H．ルーミスは、この細密画とアッシジにみられる最後の晩餐を描いた絵画との類似を指摘

し、細密画家がアッシジの絵を念頭に制作した可能性を検証した。Llu用HibbardLoomis，73－74．
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使用されたという前述の箇所を想起されたい）、これにすわるものは、文字通

り箱のなかにすわることになるのである。45

このような「危険な座席」に着いたガラアドを描いた14世紀末の細密画を

みてみると、天蓋がつき、箱空間を形成する椅子にすわるガラアドは、まさに

その空間に包囲され、周囲の騎士たちと空間を画している（図版3）。ガラア

ドは、いわばsiege（特権的な座）にsiege（包囲）されるという状態にあるのだ。

図版3．Galahadin the Siege Pedlous．Cabinet des MSS，Fonds打anGais，Bibliotheque

Nationale，P血s，120，f．524V．Repainted．c．1460．

RogerShemanlヵomis，pl．287．

4Sここで、Chairについてふれておく。Chairの語源はギリシア語のKGln（＝down）と絹bG（＝Seat）

からなるKn郎6pn（seat，Chair，pulpit）である。それがラテン語で00thedomと変化し、フランス語

でchaiere，Chaereとなったものが14世紀に英語のなかに入った。また、ギリシア語の丘6bGは、

ラテン語でsedとなり、すわるという意味のsedereという語に派生した。

中英語のchairは、身体を楽にしてすわることのできる、背当てのついた座具をいった。チョ

ーサーの『カンタベリー物語』の巡礼の一人である修道僧によれば、『マカベア書』（聖書外典）
に書かれる高慢なアンティオクス王は神の復讐によって戦車から落ち、歩くことができないほど

の傷を負い、Chayerにのせられて運ばれた（‥The Monk■s Tale，‖B3803）。また、マロリーの『ア

ーサーの死』で、ガラハッドらの前に聖杯とともにあらわれた年老いたヨセフは4人の天使に担
がれたchayreにすわる（Malo叩，Book XVII，XX）。快適なchayerは、致命傷を負った王や老齢の

ヨセフを運ぶのに適した座具だった。

このようなchairにすわることのできる者は、統治者、聖職者、裁判官、教授だったことから、

chairは玉座や高位の人物がすわる座の意味をふくんで、かれらの権威を象徴するようになった。
Siegeも高位の者の座を意味したが、－－Pedlous Siege‖という名称にみられるように、その座が周

囲とは画された空間であることを含意する。
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Aventure（冒険・出来事）のかたちとしてのsiege

『デイド・ペルスヴァル』では、ペルスヴァルがいくつもの冒険を乗り越え

たことによって、割れた石が最終的に元通りになったが、ベルスヴァルの冒険

の堆積は、「石」が象徴する世界のなかにべルスヴァルを位置づけただけで、

かれに「私の場所」としての「席」をあたえてはいない。だが、『聖杯の探求』

に登場したガラアドには、かれだけがすわることができる特権的なsiege「危

険な座席」がもうけられている。しかも、ガラアドがその座席にすわるという
7ヽフアンチュール

ア1ワァンチューリレ

行為は、冒険の反復のうちに出現した運動であり、その椅子はまさに冒険

にあふれた「かたち」、あるいは冒険の反復から生じた「出来事」として在る。

宮廷に現れたガラアドが「危険な座席」にすわる直前、椅子には、「聖霊降

臨節の日に、この座席はその坐り主を得べし」と書かれていた。この文字を見

て、円卓の騎士たちは、‖Par bi，Cia meⅣeilleuse aventure！‖（「さてもこれこ
アワ▼ンチュール

そは驚くべき出来事だ！」）と口々に言う。また、宮廷では、出来事が訪れな

ければ食卓につくことができないという習慣があり、その出来事として、巨大

な岩に剣が刺さるという奇蹟がおこる。だが、だれもその剣を抜くことはでき

ないまま、騎士たちが食卓についたところに、ガラアドが登場し、前述したよ

うに「危険な座席」にすわるのだ。王は、不可思議な出来事から国を解放する

ために、ガラアドに「聖杯の探索」の冒険を成就するよう願う。そこでガラア

ドは、あの岩から剣を抜くという奇蹟を披露し、さらにはかれの先祖にあたる

アリマタヤのヨセフから伝わる盾を冒険によって身に帯び、座の主であること

を証明する。46

このように「危険な座席」には、その座につくにふさわしいガラアドによっ
7▼フアンチュール

て可能となる冒険がすでに潜在しており、その冒険が、ガラアドがすわると

いう身体による実在化（realization）の運動によって、世界に「身体的場」とし

てかたちを現したのだ。この場のなかにはまた、ガラアドの奇蹟をとおして騎

士道世界が表現される。この場としての「出来事」のアクチュアルなかたちが

すなわち椅子、Siegeなのであり、そこに迎えられる者が世界に実在化した「私」

なのである。暗が経つにつれて、クレチアンの「危険な寝台」が「危険な座

席」に姿を変えていくのは、囲いをもつ椅子の方が、ある騎士の冒険が身体的

経験として沈澱される個別的な出来事の場としての適切なイメージをそなえて

妨山¢Jg5お滋J血i〃JC和〃七Jわ桝β乃血且【げsiecle，‘ditepar〟be托Pauphilet（Pads：Lib血de

HonoreChampion，1949）4－35．邦訳『聖杯の探索』天沢退二郎訳（人文書院，1994）15－62．
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いたからだろう。

また、寝台のうえの身体は、あくまでみられる身体であり、そのまなざしは

寝台の外部から、つまり世界から投げ出されていた。しかし、Siegeのなかに

すわると、籍の壁が世界の流れを堰き止め、坐り主はまなざしを操って世界を

随意に切り取れるようになる。Siegeがそこにすわる騎士の名を刻むように、

個別（pa血cular）の箱空間は坐り主の身体を世界に定位するが、この世界は同時

に坐り主がすわることによって発生した箱の内部でもあり、またその者がみず

からの視点で切り取った風景なのである。それゆえ、Siegeの箱は、人がじし

んの身体と世界を関係づけ、世界を選びとる基準とする場、「ここ」になる。「こ

こ」のなかにみずからの身体を境界づけた騎士は、箱の内在世界において他者

の身体と隔離され、さらに自己の身体と外部世界とを隔てる「私（private）の場

所」をみいだすことになるだろう。Siegeが「ここ」として、そしてprivateの

場所（席）として占有されたとき、身体は、箱が本来開かれるものであること

を忘れ、外部にその身体を開くことをやめるのである。

円卓の食席にみたように、このsiegeの箱はしかし、他者の視線がないとこ

ろにはもうけられていない。Siegeは、他者のなかの「私の席＝場所」なので

ある。そのいっぽうで、Siegeは壁をそなえて、半ば他者の視線を遮ることに

よって「私」の場所を確保している。騎士は、他者の視線を浴びつつも、「私」

の場所をもつのである。Siegeのなかの「ここ」が「私」の場所のはじまりだ

とすれば、それは他者のなかにもうけられた「私」の席であり、逆にいえば、

他者のなかに「席」をあたえられた者が「私」を経験しはじめたといえよう。

「私」は、クレチアンの寝台のうえにまずみられる身体としてあらわれ、「石」

にその場を胚胎し、個別的なsiegeにおいてはじめて「私の席＝場所」をもつ

にいたったのだ。
アブ7ンチュール ′ヴ′ンプ▲・八

目険は「私」の経験である。冒険をするたびに「私」が反復されて、出来事

がかたちをなしていくかのように、私の席（siege）の壁が高く強固になってい

く。この壁の形成を、先はどの図像（図版2，3）に確認することができるだろ

う。Siegeは、いわば「私」の反復の結果、すなわち痕跡なのである。その「私」
アヴ7ノチュール

は、Siegeにすわるという冒険を実在化する身体の運動によって、世界に表

現される。Siegeは、「私」が世界に実在する「場所」なのだ。Siegeのかたち
′ブ′／J⊥－1

をもって現前し、実在したすわる「私」の身体には、過去の出来事も、そして
アブアンチエール

これから起こる未来の出来事も、可能なものとしてふくまれているのである。
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Siegeのなかの「私の席」一世界の分節化

チェストのうえに複数でふれあいながらすわる身体は、チェスト内の濃密な

空間とその内部が象徴する外部世界のあいだに位置し、その身体とチェストが

形成する空間とは相互に浸透しあっていた。中世史家アーロン・グレーヴィチ

は、中世の詩の登場人物は、人物が占める空間と「一種の融合状態」にあった

と指摘したが、この状態は、チェストが形成する空間とそこにすわる人とのあ

いだにもあてはまる。このようなとき、「空間は個人の知覚によって分割され

ることもなく、測られることも」なく、47また、そうした空間に住む中世人は

「自己を遠心的に認識し」、「『自我』を自分をとりまく世界に投影し、それに

よって外界は彼らの個性を吸収したのである。」48だが、その個性とは（中世に

「個性の分断しがたい一体性という理念」の習得に最初の一歩が踏みだされた

のだが）、社会的に鋳造され、かつ集団に投影されるものであり、いわば典型

的、類型的なものであった。人間は、一定時に一定の性質の支配下で行為する

操り人形として描写されたのである。49

ところが、Siegeの「ここ」を基点にして、ルロワ＝グーランのことばをか

りれば「放射的」に、50すわった人のみずからの視点で選び取られた世界は、

マップとして鳥轍的に、かつ方位をともなって認識されるようになる。このと

き、世界像は、方位を欠いたまるいかたちではなく、方角をしめす矩形の空間

として、まさに箱のなかに詰め込まれて捕捉されるようになるだろう。箱は、

世界像のミニアチュアであり、その内部には人間の身体的オリエンテーション

にもとづいた世界像が濃縮されているのである。

また、ガラアドがすわるような矩形の席siegeが発生した13世紀には、貨

幣経済の発達をみた都市では、切りきざまれた空間が売買の対象となり、私有

されるものとなっていたことも、Siegeを占有する人物の登場を語る文学およ

び視覚的表現の出現に連なっているとおもわれる。キリスト教徒は、ある特定

の空間に執着せず、少なくとも意識のうえではキリストにならってさまよい歩

一7アーロン・グレーヴイチ『中世文化のカテゴリー』ノーl端香男里・栗原成郎訳（岩波書店，1992）

95，123．

はアーロン・グレーヴィチ，叫0．

一リア一口ン・グレーヴイチ，伯0－443．

訂■アンドレ・ルロワ＝グーラン『身ぶりと言葉』荒木字訳（新潮社，1973）315－318．「放射空間

（Espace rayonnant）」は定住民族が認識する空間であり、狩猟採集民が移動生活のなかで線のよ
うにたどって認識するような空間は「巡回空間（Espaceltin由nt」である。
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いてきたが、placeがspaceとして区切られるようになったときから、その空

間認識に決定的な変化がおきたという。51

こうして籍のなかで人間が「求心的に」世界を理解し、その世界を私有しは

じめると、世界は人間にとってより具体的になり、分節化され、計測可能なも

のになる。このことを、15世紀末のイングランドでトマス・マロリーが著し

た『アーサーの死』（エg肋γねβαγ肋㍑γ）の最後の場面に検討してみよう。

アーサー王は、ランスロットと不義の関係を続けたグィネヴイアを火刑に処

する命令をだすが、妃はランスロットによって救いだされる。王がランスロッ

トの城を攻囲（siege）するために王国を留守にすると、息子モルドレッドが謀

反をおこし、それが原因となった戦いで王は瀕死の重傷を負い、王国も崩壊す

る。この惨状を知ったランスロットは、グィネヴイアをアームズベリに訪ねる。

グイネヴィアはその地で尼僧となり、悔悟の日々を送っていた。かれは妃に最

後の接吻を求めるがかなわず、その後、グラストンベリで苦行に励む。ある日

亡霊が、アームズベリにいき王妃の亡骸をグラストンベリにあるアーサー王の

墓の傍らに埋葬するように告げると、ランスロットはグラストンベリからアー

ムズベリまで30マイルほどの道のりを2日かかって歩いていく。だがグィネ

ヴイアは、かれの到着の30分前に息を引きとっていた。ランスロットは、王

妃の遺体をグラストンベリに運び、王の隣に葬る。以後ランスロットは悲しみ

のあまり病み衰え、ついにかれの霊魂は天使によって天国に運び上げられる。52

マロリーの独創性を研究したW．L．ゲリンによれば、マロリーが描いた円卓

の崩壊は、中世のキリスト教的世界観にささえられた神の国を再現する理想の

社会としての円卓と、原罪を背負う人間によって形成されねばならなかった円

卓という、円卓の二重性に起因する。幻マロリーは、アーサー王をキリスト教

51RichadSennet，18＆

このような空間認識は、中世ヨーロッパの都市形成とも密接に関わっている。都市もまた壁のな

かに築かれると、方位が重要となる。ルロワ＝グーランによれば、「中世の都市は、方位が守ら

れ、東西南北に通じる二つの通りで天空につながっている。至空所は、中央の十字路付近に置か

れ、十字架や、ときには一つの黒い石が都市構造の理念的な中心のしるしになっている。教会も

また、方位がきめられていて、空間的な統合の図式は伝統の次元に属している。」アンドレ・ル

ロワ＝グーラン，327．

52Malo叩，BookXXI，718－726・

氾w．L．ゲリンは、マロリーはランスロットとグィネヴィアの弔性を最後に強調し、禁欲者とし

て死んだ二人に霊魂の救済への道を開いたと論じた。ランスロットとグイネヴィアの禁断の愛が

最終的なきっかけとなって円卓もアーサー王の国も崩壊するのだが、その崩壊が二人を究極的に
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国の王として際立たせ、円卓を人間の美徳と地上における精神性を具現するも

のとしてみなすいっぼうで、地上は天国にはなりえず、人間はいまだ救済され

てはいないということを主張するのである。13世紀人ダンテは、人間が浄罪

されていく過程を『神曲』にうたうことができたが、13世紀を境に騎士階級

が危機に瀕し、宮廷生活が一変した15世紀末の状況を目撃したマロリーは、

地上に天国を再現することに失敗した中世人の悲劇を表現しなければならなか

ったのだ。ゲリンは、マロリーのアーサー王物語に、中世の終焉をみている。54

この悲劇の軌跡を、中世文学における攻囲（戦）としてのsiegeのイメージ

の変容にたどることができる。14世紀末のチョーサーの『カンタベリー物語』

に登場する巡礼の一人の騎士が、馬上槍試合を催すために造られた石の壁で囲

まれた円形試合場を‖a noble theatre‖になぞらえたように、かつて騎士の力や

勇敢さを象徴したsiegeは、14世紀末には騎士道の盛期を回想するための一種

の懐古的な「劇場」として文学にあらわれるようになる。55この劇場において

のみ、ある領主が騎士たちに－－Donowyouredevoir，yOngeknyghtesproude！■－と

命じたように、騎士は騎士たる義務を尽くすことができるのだ。56

マロリーも、戦術としてのsiegeに大きな変化をみてとっていた。モルドレ

ッドは、父であるアーサー王を裏切ってグィネヴィアをロンドン塔に包囲する

と、激しく攻撃し、兵器を投げ入れ、■■grete即nneS‖で打つぐ－helaydeamyghty

SygeaboutetheTowreandmademanyassautlS，andthrewengynnesuntothem，

and shotte gretegunnes．‥）。57この■■gretegunnes‖は、（最近の研究では、大砲と

いうよりは伝統的な攻囲の兵器であると論じられているが）中世的なsiegeの

戦術を根本から変えてしまう・如nnes‖という新兵器を、マロリーが「ロマシス

の作法の裂け目として、またみずから記念碑的に書いた騎士道が衰退したこと

救いにみちび＜というパラドックスがここにある。Wil丘・edL．Guedn，‖TheTaleoftheDeathof

A爪hur■：CatastropheandResolution，‖ルねわり－sαな如〟如ACrオナ血J励〟み〆血肋畑ββ，幼〟r，ed．R．

M．Lumiansky（Baltimore：TheJohnsHopkinsPress，1964）247，270－271．

51wilfredL．Guerin，272－273．

防winthropWetherbee，207－223．Wetherbeeは、5iγGβ抑αわ川〃dC柁β乃肋妙fと、チョーサーの

乃℃fJ〟S〟〃dαね町政およびα〃ね血り乃血5の■－The Knight－s tale－■から、Siegeのイメージの変化

をたどり、Publicなありかたとphvateな「私」とのあいだで葛藤する騎士の姿を描出している。

貼Geo飽・ey Chaucer，■The Knight－s Tale，‖v．1885（t■anoble theah・e－り，Ⅴ．1888ぐWalled ofst00n－り，

v．2598（－℃onow…PrOude！り，乃gα地加り乃払乃g月払g和んおα〃〟αr，m辻dediti叫ed．by

hnγD・Benson（NY‥HoughtonMi軌nCompany，1987）50，60．

与7Malo叩，BookXXい，707．
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をしめす兆候として」書き記したものと指摘されている。5d

ところが、Siegeが攻囲の壁をこのように薄くしていった流れに逆行するか

のように、写本の細密画に描かれたアーサーの座としてのsiegeはその囲いを

厚くし、中にすわる王の身体を覆うようになるのだ。

1400年頃に制作された大英図書館所蔵のAdditional写本を調べたところ、

アーサー王は、ダンテ椅子とよばれる折り畳み式のスツールにすわる姿で細密

画に描かれていた（MSS．10293，45r．，10294，68v．）。この種のスツールは、領

地を移動しながら生活した王の身体とともに運ばれ、移動先の居城で特権的地

位を公的に表現する具であり、王の身体を周囲と画すことはしない。こうした

スツールの玉座にすわる王の身体は、国家という機械として現れる象徴的な身

体ではなく、公人でもあり私人でもある身体なのだ。

けれども、14世紀半ばの細密画で、Siegeの玉座についたアーサーの政治的

身体は、先にふれた「放射空間」の基点として在ることを表すかのごとく、ま

さに箱のなかに入れられており、さらには永遠化されてもいる（図版4）。こ

図版4．Arthur Enthroned．bncelot and Guinevere．Cabinet des MSS，Fonds血nGais，

BibliothequeNadonale，PaIIs，755．f．2V．mざね〃，C．1330－1350．IblianSchool．

RogerShemanLoomis，pl．325．

弘win也Ⅰ叩We山erbee，222・
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の箱のなかの身体は、国境が規定され防衛されるようになった閉じた王国を具

現するとともに、キリストを模倣する、あるいは神を代理する「完成態」とし

て、私的欲求よりも公的人格を優先する王の政治的身体を図像化したものであ

る。59不動の姿勢をとる王が、おなじような坐像で描かれるキリストの身体イ

メージに重ねられたように、60マロリーのアーサーは「私」の身体と、王であ

ることを公的に具現する身体という、E・カント一口ヴィチが論じた「二重化

された王の身体」を表現していよう。アーサーはランスロットのsiegeを攻囲

しなければならなくなったとき、「王であるこの身が呪わしい！」と嘆くが、61

それは円卓の騎士団を失ったからであり、妻を失ったからではない。いっぽう

でアーサーは、涙をみせ、気を失い、後悔もするのだが、その自然的身体は最

後の戦いでふかい傷を負うと、アヴァロンに運ばれ、隠されてしまうのである。

以後、「神秘体」となったアーサーの身体は、王として、救世主として復活を

待たれることになるのだ。

このような変化の背景として、公共的空間におけるsiegeという個別の座＝

私の場所の出現を見逃すわけにはいかない。王が「完成態」としてのsiegeの

箱のなかに身体を閉ざしたことと、個別的な「私の席」としてのsiegeがその

座のなかに「私」と私的領域を出現させたこととは、表裏の出来事なのである。

この点で、中世の挽歌を響かせながらマロリーが創案した、瀕死の王が唯ひ

とり残った家来にいった最後の言葉はきわめて示唆的である。「［あなた自身を］

はげますのだ。できるだけのことをやってみなさい。私を信頼してまかせよう

にも、もうそれだけの責任は私はとれないのだ。」62この言葉は「円卓の悲惨な

崩壊」の宣言であると同時に、救いへの道は個々人の死によってのみ開かれる

帥エルンスト・H・カント一口ヴィチ『王の二つの身体』小林公訳（平凡社，1992）参照．

…王を最上位におくピラミッド型の社会構造が王の坐像にあらわされた。玉座は権威の漁であり

その台座は民衆を象徴した。ジャン＝マリー・アポストリデス『機械としての王』水林章訳（み

すず書房，1996）15．A．C．Dantoによれば、ベッドやテーブルは人間の生理的なリズムが要求す

るときにしか用いられないが、椅子はそのようなリズムとは無関係に利用され、しかもそのうえ

で人間は姿勢を維持するために自制しなければならない。こうした人間の力を象徴する椅子が玉

座となった。また地面から「あがる（elevation）」という意のbakkiと関連するベンチが、裁判官

の席になったのも同様な理由による。A止hurC．Danto，－TheSeatofthe Soul，‖3β7ααf和（NY：

HanγN．Abmms，1988）8－9．

hlMalo叩，BookXX，ix，685．

咄Malo叩，BookX刃，V，716；邦訳『アーサー王の死』厨川文夫訳（筑摩書房，1986）伯5．
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というアーサーの悟りの言葉である。丘‡円卓、すなわち中世的な世界観が崩壊

したいま、神の国をうつすとされた地上の国はもはや導き手にはならず、救済

の道は個々がみつけなければならないのであり、精神生活は「私」がになうも

のとみなされるようになったのである。64

この「私」に託されたあがないの行為を、マロリーはランスロットにあずけ

ている。そのさい、マロリーがランスロットに救済への途を歩かせるためにお

こなったことは、かれをこの世界に根づかせることだった。中世文学では、空

間移動のうちに内的変化を経験して救済に導かれる聖杯探求をする騎士や巡礼

が登場するが、65マロリーのランスロットのばあい、聖杯探求の旅では王妃を

愛した罪は浄められることはなく、瞞最後の場面のグラストンベリとアームズ

ベリを往復する移動によってはじめて瞭罪にむかう心的変容を経験する。67こ

こに現れるのは、騎士としての公的な存在と、王妃への愛に苦悩する「私」と

のあいだに生きながら、「私の場所」を探し求めたランスロットの姿である。

伯wil血・edL．Guedn，274．

糾王としてのアーサーが具現した公共性が、軍隊と官僚制が司る公権力にとってかわると、近代

的な意味における私的生活圏と公的生活圏が分かれていく。このような空間環境において、身体

をおさめる「私の席」がどこに定置されるのか、問題はいっそう複雑化してくる。これについて

は別稿にゆずる。

砧アーロン・グレーヴィチ，105．

備聖杯探求の旅にでたランスロットは「荒れた森」を彷捏うだけで、道をみつけられぬまま「荒

れ地」にたどりつく。そこには甲杯が安置された礼拝堂があるのだが、かれはなかに入ることが

できずに眠りに落ち、聖杯探求を失敗に終える。Malo叩，BookXⅢ，XVii－XViii．

67マロリーが典拠のひとつにした13世紀のフランス語の散文ロマンスの肋〟Arf〟は、ランスロ

ットのグイネヴィアにたいする騎士としてのふるまいを賞賛し、最後の場面でもランスロットの
罪ではなく、新生をえたかれの精神的な実践を強調し、騎士というカテゴリーにはめたランスロ

ット像を形成した。マロリーが依拠した14世紀の英語頭韻詩エβ肋γおAγ肋加γは、フランス語の

ロマンスにはなかったランスロットとグィネヴィアの別れの場面を挿入し、王妃の自己非難とラ

ンスロットの最後の接吻の要求をくわえることによって二人の恋愛感情をとりあげた。これを引

きついだマロリーは、別れの場面で王妃への愛ゆえにみずからすすんで名声も犠牲にしたランス

ロットの愛の深さと過去の思い出に焦点をあて、人間的な苦悩に苦しむランスロットを描いた。

F．Whitehead，’一山ncelot■sPenance，‥瓜s町50乃肋Jのγ，ed．J．A．W．Bennett（Oxford：ClarendonPress，

1963）104－113．マロリーでは、ランスロットの亡骸は、グィネヴイアを運んだ柩台に載せられ

る。二人は、おなじ柩台のうえで、死から埋葬までの時間的かつ空間的な推移のあいだを経験す

る。かれらの抱擁は、境界過程でしかゆるされないものなのである。

マロリーが描いた「私的な」ランスロット像が19世紀のイギリスで、文学や芸術の題材とし

て頻繁にとりあげられる。19世紀イギリスのランスロット像については、EhkoYamaguchi，－The

lDefbnce ofI』nCelot■：Rossetti－s Quest for’God●s Gmal－，”SJ〟digsf〃〟とdfg〃αJね∽，4（Cambridge：

Boydell＆Brewer，1992）：235－246．



箱（siege）のなかの「私の席」－‖LiSiegesPehlleux■－ 269

そのランスロットの最初で最後のあがないの道程を記述するにあたり、マロ

リーは、アームズベリとグラストンベリのあいだの距離を、30マイルそこそ

こと記している。この数字は、マロリーが典拠とした作品（13世紀の肋れAわお，

14世紀の英語頭韻詩）にはみられず、マロリーが独自に書き入れた数字であ

る。6お中世文学では主人公が一昼夜にして空間をとびこえてしまうという離れ

業がしばしばみられるが、マロリーは、アーサー王物語に登場する地名を合理

的に位置づけ、物語を脱神話化しようと試みた。69 30マイルという数字、そし

てその距離を歩くのに衰弱したランスロットが要する2日間という日数の設定

もマロリーのそうした作業のひとつである。

この地理的合理化ないし距離の数量化は、先に述べたsiegeのなかに出現し

た「私の場所」からみる視点によって、世界が具体化され、測定されるように

なったという動きと呼応する。近代への幕があがろうとする15世紀末に、そ

の「私の場所」から選びとられ、分節化される世界を知ったマロリーにとって、30

マイルの道を2日間かかって歩くというアクチュアルな運動が、アーサー王の

宮廷で最も光輝を放ち、特権的なsiegeをあたえられながらも、最高のsiege
つ斗びと

を息子ガラハツド（ガラアド）に譲った罪人ランスロットの魂のあがないのた

めに必要だったのだ。ランスロットはその30マイルという限られた道程と、

2日間という限られた時間において、歩くという運動のうちに、ようやく世界

に実在する「私の席」をみいだしたのだった。そのランスロットの亡骸をかれ

のsiegeである「喜びの砦00yOuS Garde）」に埋葬し、マロリーはみずからの

アーサー王物語の幕を引くのである。

おわりに

砂利の上を揺れながら、馬車は砂利だらけの平地を、ドローゴのなじ

みの道を進んでいったが、今度の旅が最後だった。腰かけの片方により

かかって、車輪がものにぶつかるたびに、頭をふらつかせながら、ドロ

ーゴは、しだいに低くなって行く砦の黄色い城壁をじっと見ていた。

あの上でドローゴは、世間から隔離された生涯を送った。敵を待って、

絹Malo叩，B00kX札Ⅹi，722；”mansyrI』unCelottokehissevenfeloweswithhym，弧donfote

theyyede血・OmGlastynbuγetOAlmysbu叩e，thewhycheislytelmorethanth血ymyle，弧dthyder

theycamewithintwo血yes，brtheywerewaykeandkbletogoo・”

柑GeorgeR．Stewa爪，Jr．，‥EnglishGeog柑phyinMalo吋StMo托eD■A仙ur■，■■肋ゐ仰山柳聯月紺わ叫

xxx（1935）：204－209．
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三十年以上も苦しみとおした。北のよそものが来襲したいま、ドローゴ

は追いだされたのだ。ところが下の町で、気楽な楽しい生活を送った同

僚や、そのほかの連中が、あの峠道へ、高慢な笑みを浮かべて、栄光を

分捕りにやってきたのだ。70

これは、20世紀のイタリアの作家プッツアーティの『タタール人の砂漠』

（1940）の最後の一節である。ジョヴァンニ・ドローゴは、俗世の仕合わせを

捨ててよそものの来襲を30年間砦で待ちつづけたが、その異邦人が砂漠に姿

をみせたときには、彼は病に冒され、砦から降りることを命じられる。見知ら

ぬ者たちのなかに送りかえされたドローゴは、茫然自失の状態を抜け出せずに、

宿の一室で最後のカードである「死」に挑もうとする。かれはついに「闇のし

きい」をまたがねばならない。ドローゴの生の場所は、あの黄色い砦、Siege

のなかだけだったのだ。

これまでみてきたことをふりかえれば、20世紀の兵士ドローゴの唯一の「私

の場所」が、砦だったことは意味深い。わたしたちは、その場所の発生を、Siege

という中世の砦と、アーサー王物語の騎士たちが個別的にすわったsiegeにた

どってきたのだった。

ノルベルト・エリアスは、中世においては、後に礼儀作法が形成された時期

にみられる「人間の体と体の間に、人間を抑制し分離して現にそびえ立ってい

るように思われる、あの情感の目に見えない壁」ができあがっていなかったと

述べた。71しかし、13世紀初頭に「私の席」がsiegeと記されはじめ、その椅

子が壁のように身体を包囲するようになったときに、自他の身体を隔てる壁が

すでに現れていたのではないか。中世の食席では大皿から食物を手を使ってと

ったことから、作法書に食事中に鼻や耳をさわらないようにと他者への気遣い

を念頭においた注意が書かれているが、それとならんで指定席につくことがく

りかえしいわれるようになるのも、Siege空間の形成と無縁ではあるまい。そ

のsiegeの壁は、まだ強固ではないのかもしれない。けれども、「食席」に集

う他者のなかに特権的な個別の座が出現したことに、他者の身体があるがゆえ

7巾プッツアーテイ「タタール人の砂漠」奥野拓也他訳『パヴェーゼ／プッツアーテイ／モラーヴイ

ア』世界文学全集33（集英社，1966）248．

71ノルベルト・エリアス『文明化の過程一ヨーロッパ上流階層の風俗の変避』赤井・中村・吉田

訳、上下（法政大学出版局，1977）上168－169．
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のそれから画される自己の身体、そしてその身体が定位する「私の場所」へむ

かう意識をみないわけにはいかない。Pa血cularがprivateに意を変えるとき、

近代の時空への扉が開かれ、世界は実体を失い、もはやひとつに統合されたも

のではなくなるのである。

Siegeの箱のなかで、他者との接触も外部世界との交流を断った身体は、座

を占有しただけでなく、逆にその場から所有されることにもなる。寝台のうえ

の「みられる身体」は、王権の代表的具現を公的に表現したが、その身体は舞

台のうえから、箱の内部に隔離されてしまうのである。この個別的な身体的場

のなかに身を置きすわった人間は、「私」の場所を、世界の基準「ここ」とし

て、かつその場所を背負いながら、みずからの身体と世界とのあらたな関係を

模索しはじめていく。宇宙の環流のなかに置かれていた身体は、「私の席」を、

みずからの視点で選び取る世界のなかに探しはじめることになる。その席にす

わる者は果たして「自由」なのだろうか。この疑問に答えるまでに、「私」の

身体は、遠く、遥かに遠いところで、だれかに、なにかに、くりかえしこう問

いかけつづけずにはいられないだろうー「あなたには私の言うことがどう聞こ

えるのか。私はこんなに遠くから話しかけている・・・」72
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